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Abstract
　A	decline	 in	 local	 communities	 is	 one	 of	 the	
most	 significant	 issues	 involving	municipalities	
across	 the	nation.	Particularly	 in	suburban	cities,	
one	 factor	 in	 the	 decline	 is	 said	 to	 be	 a	 little	
concern	 shown	by	 those	moving	 there	 and	 in	
young	generations	about	their	communities.	
　This	 research	 focuses	on	Toda	City	 (Saitama	
Prefecture),	 faced	with	 serious	 issues	 of	 local	
community	 formation,	 caused	 by	 recent	 and	
rapid	migration	 of	many	young	people	 into	 it.	
Researchers	 conducted	 a	 survey	 of	 the	 state	
of	 local	 activities	 among	 residents	 of	 different	
generations.
　The	 results	 confirm	 the	 phenomenon	 of	
generational	 divisions	 in	 local	 activities.	This	
phenomenon	 is	attributed	 less	 to	a	 low	 interest	




by	 people	 belonging	 to	 different	 generations	
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　1966 年（昭和 41 年）の市制施行時の人口は約 5万人
であった戸田市であるが、1985 年（昭和 60 年）の埼
京線開通を期に増加傾向であり、現在は 13 万 2735 人
（2014 年 12 月現在）である。国勢調査による人口推移
（平成 17 年から平成 22 年）では 5.47％の人口増であり、
全市町村の平均である -2.87％と比べ増加率の高い自治体




割合（15 ～ 64 歳人口）が 69.7％（全国平均 59.8％）、老
年人口割合（65 歳以上人口）14.3％（全国平均 27.2％）
であり、全国的にみて若い住民が多い特徴を持つ。戸田
市の平均年齢は人口調査（平成 24 年）で 39.4 歳（前年
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抜粋した。
　調査の概要は以下である。
・実査時期：2010 年 2 ～ 4 月
・母集団：2009 年 12 月時点で一都三県に居住する満












































































































04_中島・岡本_vol7_P27-48.indd   30 15/03/24   12:50
Hosei University Repository
コミュニティ形成過程で起きる世代間分断の現状分析と考察

























　戸田市で最も活動割合が高かったのは 60 代が 6.3% で
あるが、一都三県では 70 代以上が 11.9％と最も活動割
合が高い結果であった。特に、戸田市では 20 代、30 代
の活動者がゼロで 40 代（5.3％）、50 代（5.4％）と年代
が高くなるごとに活動者も増える傾向であった。一都
三県は全年代で戸田市よりも活動者割合が高く、最も活






戸田市で最も活動割合が高かったのは 60 代が 10.9％で








田市で最も活動割合が高かったのは 60 代の 14.8％であ
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これまでの設問に比べて最も一都三県との差が少ない。
戸田市で最も活動割合が高かったのは 40 代が 8.6％で、
一都三県では 70 代以上の 13.1％であった。一都三県で
は 40 代が 11.5％、60 代が 11.7％と同程度であったが、
戸田市では 50 代が 5.4％とやや少ない傾向が見られた。




































70～74 歳（50.0％）で、次いで 40 ～ 44 歳（47.6％）、65～
69 歳（45.5％）、55 ～ 59 歳（43.8％）、45～49 歳（40.9％）
であった。30 代はやや低かったものの 35 ～ 39 歳は
38.8％が何らかの活動に参加したことがあると回答して
おり、前述の全国統計「社会生活基本調査」と比較して
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　戸田市では、最も活動割合が高かったのが 70 ～ 74 歳
（45.7％）で、次いで 65 ～ 69 歳（34.4％）、60 ～ 64 歳
（28.1 ％）、20 ～ 24 歳（24.0 ％）、40 ～ 44 歳（22.9 ％）、
45 ～ 49 歳（21.0％）であった。最も活動割合が低かっ



















































































20-24 0.0% 48.0% 12.0% 36.0%
25-29 0.0% 34.4% 18.8% 46.9%
30-34 3.6% 41.8% 5.5% 47.3%
35-39 1.3% 37.7% 11.7% 48.1%
40-44 1.4% 37.1% 12.9% 44.3%
45-49 0.0% 28.4% 11.1% 59.3%
50-54 0.0% 31.0% 9.5% 54.8%
55-59 3.1% 31.3% 3.1% 62.5%
60-64 3.1% 45.3% 4.7% 42.2%
65-69 7.8% 37.5% 6.3% 40.6%
70-74 0.0% 42.9% 2.9% 42.9%
75以上 0.0% 26.3% 8.8% 33.3%
総計 1.9% 36.3% 9.0% 46.7%
図表 9　「今後、戸田市内で福祉に関わるボランティア活動や助け合い活動を
行いたいか」という設問に対する回答。n=649
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活動意向についても、やや 45 ～ 54 歳が低めであった。
　一般的に 30 代 40 代は中学生以下の子どもを持つ家族
世帯層が多い。そのため本人の地域活動参加意欲とは別
に、子どもの行事を中心に受動的に何らかの地域活動に












































































代女性 1名、40 代女性 1名の 2名が生まれ地が戸田市で
あり、子ども時代を戸田で過ごし、現在未就学児の末子
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発話者
番号 性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態
末子の
年齢 グループ
1 女性 20代 主に家事 4年 一戸建て 未就学児 近年移住者
2 女性 20代 主に家事 8年 社宅 未就学児 近年移住者
3 女性 30代 臨時雇用 8年 一戸建て 小学生 近年移住者
4 女性 30代 臨時雇用 8年 マンション 未就学児 近年移住者
5 女性 30代 常時雇用 8年 マンション 未就学児 近年移住者
6 男性 30代 常時雇用 5年 マンション 未就学児 近年移住者
7 女性 30代 常時雇用 4年 マンション なし 近年移住者
8 女性 50代 主に家事 7年 マンション 成人 近年移住者
9 男性 20代 大学生 17年 一戸建て なし 人口増ピーク時移住
10 女性 30代 主に家事 13年 マンション 小学生 人口増ピーク時移住
11 女性 30代 臨時雇用 14年 一戸建て 小学生 人口増ピーク時移住
12 女性 40代 臨時雇用 13年 マンション 大学生 人口増ピーク時移住
13 女性 40代 臨時雇用 15年 マンション 大学生 人口増ピーク時移住
14 女性 40代 臨時雇用 17年 マンション 高校生 人口増ピーク時移住
15 女性 40代 臨時雇用 17年 一戸建て 小学生 人口増ピーク時移住
16 男性 40代 常時雇用 16年 マンション なし 人口増ピーク時移住
17 女性 40代 臨時雇用 20年 マンション 中学生 人口増ピーク時移住
18 女性 40代 臨時雇用 22年 マンション 中学生 人口増ピーク時移住
19 女性 60代 年金生活 18年 マンション 成人 人口増ピーク時移住
20 男性 60代 常時雇用 25年 一戸建て 成人 人口増ピーク時移住
21 女性 30代 主に家事 生まれ地 一戸建て 未就学児 旧住民
22 女性 40代 就活中 30年 一戸建て 小学生 旧住民
23 女性 40代 常時雇用 生まれ地 一戸建て 未就学児 旧住民
24 女性 50代 保育士 30年 一戸建て 中学生 旧住民
25 女性 60代 年金生活 39年 一戸建て 成人 旧住民
26 男性 60代 年金生活 40年 一戸建て 成人 旧住民
27 女性 60代 年金生活 45年 マンション 成人 旧住民
28 男性 60代 年金生活 生まれ地 一戸建て 成人 旧住民
29 女性 70代 未就業 40年 一戸建て 成人 旧住民
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性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態 末子の
年齢
グループ
1 女性 20代 主に家事 4年 一戸建て 未就学児 近年移住者
2 女性 20代 主に家事 8年 社宅 未就学児 近年移住者
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＜図表 15 ＞。地域関心が最も高いのは発話者 6、16 で
あった。この属性の特徴としては、9の大学生を除き常
時雇用で働いており、子どもがいないか未就学児の子を





性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態 末子の
年齢
グループ
7 女性 30代 常時雇用 4年 マンション なし 近年移住者
9 男性 20代 大学生 17年 一戸建て なし 人口増ピーク時移住
6 男性 30代 常時雇用 5年 マンション 未就学児 近年移住者
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性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態 末子の
年齢
グループ
3 女性 30代 臨時雇用 8年 一戸建て 小学生 近年移住者
12 女性 40代 臨時雇用 13年 マンション 大学生 人口増ピーク時移住
13 女性 40代 臨時雇用 15年 マンション 大学生 人口増ピーク時移住
14 女性 40代 臨時雇用 17年 マンション 高校生 人口増ピーク時移住


























11、15、23 である＜図表 19 ＞。この属性の特徴として
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4	 女性が育児休業制度を取得する割合が 5割を越えたのは平成 11 年度以降である。平成 22 年度調査では、育児休業制度を利用し尚且つ就業を




性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態 末子の
年齢
グループ
17 女性 40代 臨時雇用 20年 マンション 中学生 人口増ピーク時移住
5 女性 30代 常時雇用 8年 マンション 未就学児 近年移住者
10 女性 30代 主に家事 13年 マンション 小学生 人口増ピーク時移住
4 女性 30代 臨時雇用 8年 マンション 未就学児 近年移住者
24 女性 50代 保育士 30年 一戸建て 中学生 旧住民
11 女性 30代 臨時雇用 14年 一戸建て 小学生 人口増ピーク時移住
15 女性 40代 臨時雇用 17年 一戸建て 小学生 人口増ピーク時移住
23 女性 40代 常時雇用 生まれ地 一戸建て 未就学児 旧住民
図表 19　「類型 4）地域活動ややあり／地域関心やや高い」の個人属性
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＜図表 21 ＞。この属性の特徴は 60 代女性で年金生活者
ということである。発話者 19 が人口増ピーク時移住者
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29、30 である＜図表 23 ＞。この属性の特徴は 60 代、70
代の男性と女性が中心で一戸建てに居住する旧住民が多
いことである。年金生活者が中心であるが、それ以外の






























性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態 末子の
年齢
グループ
19 女性 60代 年金生活 18年 マンション 成人 人口増ピーク時移住
25 女性 60代 年金生活 39年 一戸建て 成人 旧住民





性別 年代 職業形態 居住歴 居住形態 末子の
年齢
グループ
8 女性 50代 主に家事 7年 マンション 成人 近年移住者
20 男性 60代 常時雇用 25年 一戸建て 成人 人口増ピーク時移住
22 女性 40代 就活中 30年 一戸建て 小学生 旧住民
26 男性 60代 年金生活 40年 一戸建て 成人 旧住民
28 男性 60代 年金生活 生まれ地 一戸建て 成人 旧住民
29 女性 70代 未就業 40年 一戸建て 成人 旧住民
30 男性 70代 年金生活 生まれ地 一戸建て 成人 旧住民
図表 23　「類型 6）地域活動が多い／地域関心高い」の個人属性
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→（1）（2）のみである。類型１は 20 代 30 代で末子に未
就学児を持つ女性が多い類型であるが、最下左に寄る。
この類型 1は年を経ると末子の年齢が上がり、すなわち
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